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抄録：1996年中央教育審議会が打ち出した「生きる力」は現在も学校教育の根底をなすものと
して学習指導要領の中心となっている。しかし、この「生きる力」は学校教育から始まるもの
でも、学校教育で完結するものでもなく、家庭や地域社会と連携した教育が必要とされている。
また、子どもの発達にはそれぞれの発育に合わせた「遊び」が重要であることも先行研究で発
表されている。しかしながら、地域社会に於いては子どもの主体的な教育及び「遊び」を受入
れる場所は数多くは無い。更に、妊娠中又は3歳未満の子どもの育児中の母親は、「社会から隔
絶され、自分が孤立しているように感じる」という社会に対する不安や不満を訴えている。一
方、大学では地域貢献が求められ、施設や講座等の一般開放の様な活動が広がって来ている。
本稿では、大学で行っている子どもや育児中の保護者に対する支援及び活動について取り上げ、
その中でも特に京都造形芸術大学芸術文化情報センターピッコリー（こども図書館）の取り組
みに注目し、子どもや保護者を中心とした「場所」の提供の重要性を再確認する。 
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1. はじめに 
1.1「生きる力」と地域社会 
現在の学校教育に続く教育改革の流れは、1996
年に中央教育審議会が打ち出した「21世紀を展望
した我が国の教育の在り方について－子供に[生
きる力]と[ゆとり]を－（第一次答申）」を基として
いる1。「生きる力」の育成を目指し、1998年より
（高等学校は 1999 年）学校教育に於ける学習指
導要領の中心的位置づけとされた。 
小学校では 2011年度、中学校では 2012年度よ 
り新学習指導要領が実施されているが、新学習指
導要領に於いても｢生きる力｣は中心的事項となっ 
ている2。 
この「生きる力」は中央教育審議会によると、 
「いかに社会が変化しようと、自分で課題を見つ
け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動 
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し、よりよく問題を解決する資質や能力」であり、
また「自らを律しつつ、他人とともに協調し、他
人を思いやる心や感動する心など、豊かな人間性」
を意味している3。そしてこれは学校教育のみで完
結するものではなく、学校・家庭・地域社会の役
割という 3つの教育主体の連携が求められている。 
しかしながら、「生きる力」の育成は唐突に学校
入学時から始まるものではなく、素地は乳幼児期
からの家庭教育に於いて既に始まっている。そし
て家庭教育を補うためには、地域社会での教育及
び地域社会の子育て参画が必要となる。その根拠
は 2006 年に改正された教育基本法からも読み取
ることができる。第 11条「幼児期の教育」、第 12
条「社会教育」、第 13条「学校、家庭及び地域住
民等の相互の連携協力」は新たに新設された社会
教育に関わる項目である。 
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教育基本法で新設された第 13条を受け、学校、
家庭、地域が一体となり子どもを育てる体制を創
るべく「学校支援地域本部事業」が 2008 年度か
ら開始されている4。 
しかしながら地域社会に目を向けると、十分にそ
の環境が整っているとは言い難い。2003年のこど
も未来財団の統計であるが、約 8割の子育て層が
「子育てへの地域や社会の支援が不十分」と回 
答している5。 
一方、文部科学省の2005年の調査報告では、「地
域の教育力」について、保護者のうち 55.6％が、
自身の子ども時代と比較して、「以前に比べて低下
している」と回答しており、社会が希薄化してい
ることを伺わせている6。 
更に、妊娠中又は 3歳未満の子どもの育児中の
保護者へ行った子ども未来財団の 2011 年のアン
ケートでは、「周囲や世間の人々に対してどのよう
に感じているか」という設問に対して、母親は「社
会全体が妊娠や子育てに無関心・冷たい」が
44.2％、不安や悩みを打ち明けたり、相談する相
手がいない」は 26.2％と不安や不満を抱えている
7。  
また、2010年度の同財団の調査項目にある「地
域で充実させてほしい子育て支援」として、男女
ともに「子どもが安心して外遊びや室内遊びがで
きる環境」が最も高かった8。 
「生きる力」の育成及び、上記のようなアンケ
ート結果等の諸点を重ね合わせると、地域社会の
役割の強化は重要課題となろう。またその目標と
して、子育て中の母親の孤立を防ぐ対策の必要性、
保護者が安心でき、かつ子どもが過ごしやすく、
創造的な学びを支える地域社会での「場所」づく
りが必要であると考えられる。 
そのような現状の中、厚生労働省では、地域子
育て支援拠点事業を推進し、地域の子育て支援拠
点は全国に 4,000カ所以上となっている。子育て
支援拠点に求められる機能及び支援者の役割とし
て、「学び」「支え」「親子の力を引き出す」という
3つの柱を掲げている9。事業内容は「子育て親子
の交流の場の提供と交流の促進」「子育て等に関す
る相談、援助の実施」「地域の子育て関連情報の提
供」「子育て及び子育て支援に関する講習等の実
施」を挙げている。また、厚生労働省管轄の児童
館は 4,318カ所となっている10。 
一方、地域で子どもの教育を育もうという動き
もある。例えば、京都市では、「みやこ子ども塾」
を開催している。「みやこ子ども塾」とは、「「大人
みんなが先生に」を合言葉に、また「まち全体を
学びと育ちの場に」を目標に、土曜日をはじめ学
校休業日に京都ならではの多様な学習資源を生か
したさまざまな学びの場を提供し、子どもたちを
育んでいこうという市民ぐるみの取組」である11。 
 
1.2 研究の目的 
本稿では、子ども及び保護者らの｢場所｣の提供
を行っている施設の中でも、大学の地域開放とい
う視点から、大学が行っている子どもや保護者支
援プログラム・施設についていくつかの事例とと
もに、京都造形芸術大学芸術文化情報センターピ
ッコリ 1ー2の取り組みを紹介し、その活動内容を
評価、考察し、地域社会における「場所」づくり
の重要性の再確認を行う。そして、今後地域社会
において子どもや保護者を対象とした活動を始め
られる際の一助としたい。 
 
2. 遊びの理論と子どもの環境 
ここでは子どもの｢遊び｣という視点から地域社
会での「場所」の必要性を見て行く。 
イギリスの精神科医ウィニコットは、精神的治
療の知見から「遊ぶことは成長を促進し、健康を
増進する。また、遊ぶことは集団関係を導く」と
幼少期の成長過程での遊びの重要性を述べている
13。  
また、｢遊び｣が子どもの成長を促進するという
理論はアメリカの心理学者ハーロックの文献から
も読み解くことができる。ハーロックが示した遊
びの意義では、｢身体的価値｣、｢治療的価値｣、｢教
育的価値｣、｢社会的価値｣、｢道徳的価値｣が挙げら
れている14。 
ロシアの心理学者ヴィゴツキーは「発達の最近接
領域」という理論の中で、子どもの成長には家族や
大人、仲間といった他者との協同作業の重要性を説
いている15。ヴィゴツキーの理論は教育という場で
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の構成的アプローチとして用いられることが多い
が、これを学校教育ではなく、子どもが主体的な活
動を行う「遊び」の場に置き換えてみると、子ども
同士の協同作業となるような遊びを通して子ども
の能力は高まっていくこととなる。 
また、人間の発達について若井らは｢発達は個体
と環境との相互作用の過程である。すなわち、発達
は個体が環境にはたらきかけ、また環境が個体に影
響を与えるという相互作用の中で実現する。｣と発
達と環境の関係について述べている16。 
高野らは年齢による遊びの変化をまとめており、
（表1）発達段階により遊び方や遊ぶ人数等にも変
化がみられる17。このように年齢や個人の成熟に合
わせた遊びが展開できる場所が必要となる。 
また、「成長要素を含んだ遊び」の要素として、「子
ども時代にその年齢や能力、その他の心身の条件に
よって、多様な遊びを十分に経験することが大切」
であり、「社会性を育て」たり、「身体発達、運動能
力の発達」には、「集団遊び」と「戸外での遊び」
が必要であると述べている18。 
 
表1：年齢による遊びの変化（高野清純他編『乳
幼児心理学を学ぶ』p198より 有斐閣 1990）  
年齢 遊び 
生後 1歳まで 授乳の際、母親の胸をおしたり、衣服をひっぱ
ったりする。いろいろなものを、口に入れてみ
る。いろいろな音声をだす。 
2歳 一つ一つの遊びの継続時間は 10分くらいで遊
びの内容は次々と変化していく。断片的な遊戯
活動の連鎖である。大部分一人遊びの段階で
あるが、後半には平行遊びも認められる。 
3歳 3人くらいの集団で遊べる。低次の連鎖遊びが
可能で、玩具の貸し借りが見られる。継続時間
も 1時間くらいになる。性的差異も生じる。虚構
遊び（ごっこ遊び）が代表的なものである。しか
し、幾種類かの遊びが混在する。 
4歳 ボール遊び、描画、紙切りなどが可能になる。
ルールを守っての遊びも見られるようになる。
ごっこ遊びの最盛期。集団での遊びは一層うま
くなり、高次の連合遊びも認められるようにな
る。 
5歳 玩具がもっとも重要な役割を演じる。遊びは用
いられる遊具によって決定される。高次の連合
遊びが可能になり、友誼集団は 5～6人くらい
まで増加する。地位や役割も認められる。遊び
が欲求不満の代償的満足やカタルシスを獲得
する手段に用いられる。 
6歳～9歳 集団遊びでは、玩具はあまり用いられなくな
る。集団での社会的な遊びが増加してくる。読
書や描画、工作なども多くなる。 
 
しかしながら、国内の子どもの環境に目を向ける
と、ウィニコットの説くような「遊び」や協同での
「遊び」が一般的に行われているとは言い難い状況
である。 
2001年生まれの子ども（5歳 6か月時点）を対
象にした厚生労働省の追跡調査19によると、友だ
ちとの関係で気になることは「近所に友達がいな
い」が 34.4％と多く、「近所に友達がいない」と
回答したうち 49.5％が「ひとりでよく遊ぶ」と回
答している。乳幼児は保護者と一緒に遊びに出か
けることが一般的あろうが、どこかに行けば同年
代の誰かに出会え、そこで安心して遊べる場所が
地域社会には求められているのではないだろうか。 
また、それ以上の年齢の子どもたちにとっても
同様に安心して遊べる場所が必要となろう。 
 
3. 子どもの「居場所」 
近年、子どもの「居場所」という言葉が不登校
児の問題で使われるようになっている。 
住田らによると、こどもの「居場所」の構成条
件とは、「自己を承認し確認し、自己肯定感や安心
感を感じて安らぎを覚え、ホッと安心して居られ
る」場所だとされている20。そしてそこに必要な
条件として「主観的条件」と「客観的条件」を挙
げている。ここで言われる「主観的条件」におけ
る居場所とは、「子ども自身がその場所を自分の
「居場所」として実感し、その場所に自分の「居
場所」としての意味付けを付与する」というもの
としている。次に「客観的条件」は、2 つの要素
が含まれている。1つ目は関係性であり、「当の子
どものありのままを、そこにいる他者が受け入れ、
その子どもに共感的な、同情的な理解を示してい
るという関係」を意味している。それは唯一他者
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との関係の中で導き出せるものとしている。2 つ
目「空間性」であり、「安定的な他者との関係性と
その物理的空間」を意味している。そしてこの要
件が揃ってこそ子どもの「居場所」となるのであ
る。  
また、伊東は自著の中で、「自由と安全の心理的
風土」があらゆる場に必要であると述べている21。
この「自由と安全の心理的風土」とは、「「何をい
っても、何をしてもよい」という「自由感」」と「自
由な行動・自由な発言が、とがめられたり、非難
されたり、拒否されたり、評価されたりしない」
という「ムード」を指している。 
あらゆる子どもたちに安心できる「居場所」を
提供することにより、子どもたちの健やかな成長
を育む支援となるのではないだろうか。 
 
4. 大学の地域開放について 
 1965年、P・ラングランがユネスコの「成人教
育推進国際委員会」において「生涯教育論」を提
唱した。しかしながら、日本国内に於いて本格的
な動きがみられるようになったのは、提唱後 20
年近く経った 1981 年中央教育審議会答申「生涯
教育について」が発表されてからであった。その
後の 1990 年に、中央教育審議会は「生涯学習の
基盤整備について」答申を発表し、「生涯学習の振
興のための施策の推進体制等の整備に関する法
律」が施行及び制定された22。 
1996年「地域における生涯学習機会の充実方策
について」答申の 1「社会に開かれた高等教育機
関」では、(1)「社会人の受入れの促進」、(2)「地
域社会への貢献」が打ち出されることとなった。
「地域社会への貢献」では、「図書館、博物館、資
料館、体育館、グランドなどの大学等の施設の開
放については、地域住民への開放が一層進められ
るとともに、ボランティアの受入れなど地域社会
との連携強化を図っていくことが必要。」と謳って
いる。 
現在の大学の開放について、高井は 3つのパタ
ーンがあると述べている23。1 つ目は「大学の正
規の授業の開放」であり、社会人特別選抜制度、
夜間部・昼夜開講制度の導入、科目等履修生制度
を挙げている。2 つ目は「大学施設の開放」であ
り、大学図書館の開放、運動施設の開放を挙げて
いる。3 つ目は「大学レベルの教育機能・調査研
究機能の開放」で、大学公開講座、地域のシンク
タンクとしている。 
 
5. 大学と子育て支援施設について 
 この項では、大学の地域開放という視点から、
大学が行っている子ども及び保護者支援プログラ
ムについていくつかの事例を取り上げる。 
 
5.1 神戸大学サテライトでの地域子育て支援 
 ここでは神戸大学の事例を寺村の行った悉皆調
査研究から神戸大学の子育て支援事例をまとめる
24。  
2005 年より神戸大学大学院総合人間科学研究
科（現：人間発達環境学研究科）では、神戸市灘
区役所旧庁舎の 2 階部分で子育て支援並び研究、
学生教育を行っている。この事業の目的は「子育
て家庭が孤立しないため・育児不安などに陥らな
いための 1次予防と、すでに具体的な悩みがある
子育て家庭が不適応状態になったり問題行動をお
こしたりしないための 2次予防との同時達成」で
ある。また戦略的に出生直後の最早期からの拠点
として活用できるシステムを導入し、3 歳未満の
子供と保護者のニーズに応えるサービスとプログ
ラムを充実させている。 
この施設では、1日平均 80.6人（2005年度）、
88.8人（2006年度）、103.9人（2007年度）、115.4
人（2008年度）、110.7人（2009年度）、82.4人
（2010年度は耐震補強工事のため、減少）と年々
利用者数が増加している。 
 研究の中で寺村は、施設のプログラムが 3歳未
満に重点を置いているがために、3 歳以上の子ど
もと保護者が利用しにくくなっている点を指摘し、
一定の家庭では、年齢が高くなっても拠点を必要
としているという結果を導き出している。 
 
5.2 東京家政学院大学・乳児グループ活動「ぽか
ぽかひろば」 
 東京家政学院大学では乳児グループ「ぽかぽか
ひろば」を開設している。ここでは、柳瀬の論考
を基にまとめていく25。 
東京家政学院大学は、地域に開かれた親子参加
型の保育・子育て支援活動として 2歳以上の未就
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園児を対象とした「幼児グループ活動」を行い 20
年以上の実績を積んでいた。その後、研究者、教
員、学生が中心となった子育て支援自主研究グル
ープ「ぽかぽかひろば」を 2007 年に設立してい
る。その後、2008年度には児童学科の専門科目「児
童学総合演習」として、2009年度からは「児童学
臨床実習Ⅰ・Ⅱ」として位置づけられている。 
このグループの特徴は、参加登録制であり、0
歳～3 歳未満の乳児とその保護者を対象としてい
る点と、親子のみが研修や講座に参加するもので
はなく、学生や教員も共同参加するという活動を
している点である。学生にとっては、社会に出て
からもそこでの取り組みを多方面で活かせるよう
になっている。 
 参加者数は子ども 13人、保護者 13人、学部生
6人、大学院生 0人、教員 2人（2007年度）、子
ども 13人、保護者 11人、学部生 6人、大学院生
2人、教員 1人（2008年度）、子ども 17人、保護
者 14人、学部生 13人、大学院生 1人、教員 2人
（2009年度）となっている。参加登録制というこ
ともあり、比較的小規模で活動がなされている。 
 活動趣旨は、以下の通りである。 
(1) 親と子がほっとできるような「居場所（子育
てひろば）作り」を通し、大学内における子育て
支援活動という特性を生かし、親と子・学生・教
員が出会い、共に育ちあう子育てをめざす。 
(2)ひとりひとりの子どもたちの成長や個性を大
切に，共にゆったりとした楽しい時間を過ごす中
で、心豊かで多様なかかわりを育む。 
(3) 参加者同士がお互いに子どもたちの様子を見
守りながら、子育て等についての話し合いや情報
交換をおこなう。 
(4) 学生にとっては直接，乳児や保護者と接する
ことで、乳児期の子どもの成長を実感し、また保
護者の思いを受けとめ共感し理解する力を培う上
で貴重な経験の場となる。また、保護者にとって
も他の親子とのかかわりを持つことで、自身の子
育てを見つめ，視野を広げることができる。 
1 回の活動時間は 10：40～12：50（昼食休憩
時間 12：00～12：50 を含む）となっており、1
人 1人の遊びに適した活動や、手あそび歌等を行
っている。 
 大学の科目として位置づけられ、実践を通して
乳幼児と保護者への理解が深まるものとなってい
る。しかしながら、科目として位置づけられてい
るため仕方ないのであろうが、登録制となってい
るため、融通がつきにくい。利用者が自由に参加
できるような広い活動が求められるのではないだ
ろうか。 
 
5.3 愛知県立大学 「子育てひろば もりっこや
まっこ」 
 愛知県立大学では、看護学部という強みを活か
し、2007年から就園前児童及び保護者を対象とし
た育児支援を行っている。ここでは、大林らの報
告を基に活動内容をまとめる26。 
 活動目標は、「育児支援を目的とした大学の開放
による地域貢献」、「学生への生きた教育現場の提
供」である。活動内容は以下の通りである。 
(1) 助産師（教員）・看護師・保育士が常駐する中
で親子が自由に遊んで過ごす子育てひろばの開催。 
(2) 親子のふれ合いや学び合いを目的とした親子
サロン・育児講座の開催。 
(3) 学部学生および大学院看護学科研究科院生の
教育・研究の場の提供。 
(4) 子育て自助グループへの活動場所の提供。 
(5) 地域自治体の子育て支援事業への参画。 
となっている。 
 4年間の活動の 1回辺りの参加者平均は 124名
となり、毎回 60 組の子どもと保護者が参加して
いる。保護者からは安全な場所での活動が評価さ
れ、年々参加者は増加傾向にあり、ひろばの開催
を増やしてほしいという要望が出ている。 
 
5.4 活水女子大学 活水子ども支援リソースセ
ンター 
 2004 年から活水女子大学の健康生活学部子ど
も学科が中心となり、子育てに関する講座や講演
会等を行っている27。施設には、プレイルーム、
キッチン、子ども用手洗い場、子ども用トイレ、
おむつ交換用ベビーシート付きトイレ、図書（日
本語絵本、英語絵本、大型絵本、紙芝居、支援者
向けの各種資料等）、遊具を有している。 
例えば、県内の保健師や作業療法士、保育士等
を対象とした「グレーゾーン支援」や外国人の家
族が参加できる「Coffee Morning」等の活動を行
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っている。 
「赤ちゃんと遊ぼう」という活動では、初めて
子育てをする母親と 6カ月未満の乳児、6か月以
上 1歳未満の乳児を対象とした支援を行っている。
このプログラムでは、設定されたテーマ遊びの時
間を設けて親子の遊びを行ったり、臨床心理士及
び保育士による子育てが初めてとなる母親の悩み
相談を行っている。 
 
5.5 名古屋学芸大学 「子どもケアセンター」 
 名古屋学芸大学では 2006 年より、乳幼児と保
護者を対象とした「子どもケアセンター」を開設
している2829。現在では、「日進市子育て支援セン
ター事業」を受託し、地域貢献を行っている。 
この施設では、教員、保育士、ヒューマンケア
学部の学生が活動に当っている。学生にとっては
子どもとの関わりという実践を身に付ける場とな
っている。 
 「のびのび親子の教室」（登録制）、「わくわく親
子遊びサロン」（予約制）等の他、施設の自由開放
を 10 時～15時まで行っている。 
  
5.6 南九州大学人間発達学部 「人間発達学部付
属子育て支援センター」 
 南九州大学では、人間発達学部開設の前年度で
ある 2009 年より「南九州大学子育て支援室」と
いう子育て相談室を設置していた。2010年度より
「人間発達学部付属子育て支援センター」という
名称に変更し、子育て相談である「子育て支援室」
（予約制）、体育専門の教員とボランティアによる、
運動が苦手な子を対象とした「チャレンジ運動教
室」、工作活動を行う「あそびの教室」、子育てサ
ークルや行政と協同で「わくわくおやこ村」とい
う親子が遊ぶ場に取り組んでいる30。 
 2011年度の「チャレンジ運動教室」は 16回行
われ、参加者は 5・6歳の幼児と保護者 28組、小
学校 1・2年生と保護者 50組の計 172名が参加を
している。 
 2011年度「あそびの教室」は、1回の活動とな
っている。この活動の目的は以下の通りである。 
(1) 家に帰ってからも親子で遊ぶヒントになるよ
うな遊びの提案 
(2) 子どもだけでなく親も一緒に遊ぶことで、遊
びの楽しさ・大切さを親にも体験してもらう 
(3) 担当教員のうちの 1 名（美術）の専門性を生
かし、工作遊びの方法を伝える 
(4) 学生がボランティアで参加し、実際の親子に
触れることで、学生の学びの一環とする 
4 歳以上の未就学の幼児と保護者、11組 26名
の参加となっている。子どもと保護者で工作を行
うため、美術専門の教員と学生、支援センター担
当教員が 4ヶ月間活動準備を行い、事前予約のも
と活動を行っている。 
 
5.7 小考察 
 この項では、大学が行っている子ども及び保護
者支援プログラムについてまとめた。大学での支
援は、その大学の学部や学科の適正に合わせた支
援がプログラムされ、利用者に提供されている。 
しかしながら、大学の行っている支援は、特に
乳幼児、未就園児とその保護者に対する支援が多
く、就園児以上の子どもをも対象とし、尚且つい
つでも場所を提供しているという状況では無かっ
た。  
 
6. 京都造形芸術大学芸術文化情報センターピッ
コリー（こども図書館）について 
6.1 概要  
この項では、子どもの遊び・場所づくりに長年
携わっている京都造形芸術大学の取り組みを紹介
する。 
京都造形芸術大学は「ピッコリー」という名称
のこども図書館を地域住民へ一般開放している。
「ピッコリー」とは「ちいさい人」を意味してい
る。  
他の大学で行われている支援や施設として異な
る点は、大学図書館の付属施設の一般開放という
点と、0 歳からそれ以上の子どもたち、保護者、
学生を対象としている点である。 
大学（当時短期大学）が開学した翌年の 1987
年から、その取り組みは始まっている。開設当時
は子ども文庫のようであったと記されている31。
30 年以上の歴史となるピッコリーは徳山詳直理
事長の「未来を担う子どものための施設を大学内
につくりたい」という願いから開設された。また、
開設 10 周年を迎えた際のインタビューに徳山は
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「京都芸術短期大学の発展のために児童図書館を
利用しようという意図は全くない」と述べている
32。そして、大学の学園づくりの柱として、「地域
社会の人たちと親しく交わり、協力し合って地域
の人たちと共に発展して行こうという夢」を持っ
ていたと記されている33。 
大学の地域開放が昨今取り上げられているが、
その先駆的な取り組みと言えよう。2005年からは
こども芸術大学を学内に開学し、幼児の教育に寄
与している34。 
ピッコリーは 33年の実績から「平成 23年度京
都市子どもの読書活動優秀実践団体・市長賞」を
受賞している。 
現在のピッコリーは芸術文化情報センターのこ
ども図書部門として運営されており、児童書、成
人図書、外国語絵本、雑誌、メディアという資料
を計 1万 7千冊以上所蔵している。上記のような
賞を受賞している点からも図書館活動を充実させ
ていることが伺える。 
ピッコリーで収集・提供される資料は、ピッコ
リー開館当初から全てスタッフが読み、選書を行
っている。選書基準は「永く読み継がれる本」で
あり、スタッフらで選書会議を行い、意見を交換
し合った後に購入を決めている。おおよそ月に 30
～50 冊が新着図書として所蔵される35。 
 
表 2：所蔵資料数（『子どもの泉』34号 p6） 
資料数 17,170 点  
児童図書 14,779 冊  
成人図書 820 冊  
外国絵本 960 冊  
雑誌  485 冊（8 誌） 
メディア資料 126 点  
 
しかしながら、ピッコリーの活動内容は図書の
収集、貸出だけにとどまらず、多岐に渡っている。 
来館者は保護者に連れられた乳幼児、小学生が
中心である。館内には、絵本や小説、育児関係の
資料の他、自由に使えるパソコン、木製のおもち
ゃが多数設置されており、開館中好きなように資
料を読んだり、パソコンで調べものをしたり、お
もちゃで遊ぶことができる。 
 2011 年度の活動実績は、開館日数 208 日（木
曜～土曜日 10時 30分～18時、日曜日 10時 30
分～17 時）、入館者数 15,279 人（1 日平均 73.5
人）、貸出冊数 14,673冊（1日平均 70.5冊）と報
告されている36。 
 スタッフは、常駐スタッフ 2名、広報紙担当 1
名、ホームページ担当 1名、責任者 1名で構成さ
れている。また、スタッフの他、お話会や工作会
等をサポートするボランティア（ピコネットと呼
んでいる）や、蔵書整備等を補助する大学図書館
スタッフらの力を拝借している37。 
 ピッコリーの 1ヶ月間の予定は「ピッコリーニ
ュース」が作成されており、近隣施設や館内で配
布されている。またホームページからは、行事予
定や開館日の日記等に掲載されている。 
 
6.2 利用者数及び貸出冊数推移 
 ピッコリーの利用者数及び貸出冊数推移を年
間報告書『子どもの泉』を基に示す。尚、『子ども
の泉』の創刊は 1982 年からである。そのため、
それ以前の統計は不明である。 
毎年 1年間に 1万人以上の利用があり、貸出冊
数も近年 1万冊以上となっている。地域の子ども
や保護者が多数活用していることが伺える。 
現在の本の貸出は 1人 5冊 2週間までとなって
いる。 
 
表 3 ピッコリー年間利用推移（『子どもの泉』よ
り）  
年度 開館日数 利用者数 貸出冊数 
1982 不明 8,285人 16,097冊 
1983 263日 17,229人 37,860冊 
1984 251日 14,909人 36,001冊 
1985 269日 13,459人 32,744冊 
1986 264日 12,593人 33,064冊 
1987 266日 13,027人 32,924冊 
1988 230日 10,979人 27,152冊 
1989 229日 12,988人 26,899冊 
1990 230日 14,029人 27,910冊 
1991 236日 16,975人 35,237冊 
1992 218日 16,008人 32,277冊 
1993 225日 15,598人 28,150冊 
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1994 207日 16,786人 27,894冊 
1995    
1996    
1997    
1998    
1999    
2000 34日 1,828人 3,494冊 
2001 176日 7,838人 10,904冊 
2002 193日 9,657人 13,606冊 
2003 199日 10,025人 10,779冊 
2004 203日 9,763人 10,108冊 
2005 201日 11,864人 12,000冊 
2006 209日 12,722人 12,244冊 
2007 210日 13,193人 13,949冊 
2008 206日 13,764人 14,010冊 
2009 206日 13,906人 14,437冊 
2010 208日 14,948人 14,961冊 
2011 208日 15,279人 14,673冊 
※1995年～1999年は『子どもの泉』休刊のため、
データ不明 ボランティア中心の運営であったと
拝聞した。 
※2000 年度は新校舎移転のため休館 
※2005 年度より開館時間を延長 
 
6.3 ピッコリーとボランティア 
 ピッコリーでは、ピコネットと呼ばれるボラン
ティアを募り、スタッフと共に活動している。ピ
コネットとして参加される方の中には、近隣以外
からも来られている場合もある。また、過去にピ
ッコリーを利用していた子どもが成長してボラン
ティア活動をしていたり、京都造形芸術大学の学
生も共にピッコリーの活動を盛り上げている。 
 例えば、おはなし会の読み聞かせや工作会、ワ
ークショップ、子どもと一緒に遊ぶ等のボランテ
ィア活動をしている。 
 また、ボランティア登録説明会を開催し、児童
図書館活動や造形活動に関するボランティア講座
も行っている。ボランティア参画の支援及び受け
入れ態勢が整っているといえよう。 
 
6.4 現在のピッコリーの活動 
 ここでは、2011年度のピッコリーの活動内容を
発行資料『子どもの泉』を基に紹介する38。ここ
で紹介する活動は、ピッコリー開館当時から受け
継がれているものと、2000年以降から始まった活
動がある。尚、前述したこども芸術大学との連携
活動も含めている。 
 
6.4.1 読み聞かせに関する活動 
 ピッコリーはこども図書館として活動している
こともあり、本に関する活動を多数行っている。 
スタッフやピコネットメンバーが主催となり、
絵本の読み方りや手あそび、紙芝居等を行う「お
はなし会」やピコネット主催の絵本や読み物、化
学絵本を紹介する「ブックトークの時間」、京都お
はなしを語る会主催のストーリーテリングを中心
とした「おはなしクラブプー横丁」がある。 
また、これらの活動報告の一部はホームページ
上で「おはなし会日記」として閲覧することがで
きる。その他、新着本紹介「よむよむ」やスタッ
フのおすすめ本・CD・DVD紹介も公開している。 
 
6.4.2 ピッコリー映画上映会 
毎月 1回、大学の施設である芸術文化情報セン
ター映像ホールにて子ども向けの映画上映会を行
っている。2011年度には 12回、計 135人が参加
している。 
 
6.4.3 工作会 
芸術大学という特徴を生かした活動として、工
作会を毎週土曜日の午後に行っている。2011年度
には 37回、計 809人が参加をしている。過去に
は土曜日・日曜日に開催していたが減少している。 
スタッフやピコネットがファシリテーターとな
り、身近な材料を用いたもので、ピッコリーの中
でも特に人気のある活動である。例えば、「空飛ぶ !
かざぐるま」、「フラワー・マジック」、「森のお菓
子屋さん」、「もしもし、お電話です!」等、各回の
テーマが決まっており、テーマに沿った工作がで
きる。 
この工作会ではスタッフやピコネット等の大人
はあくまでファシリテーターとしての役目であり、
教えるのでは無い。ピッコリーでの工作会は誰か
ら批評や点数付けされるわけでは無く、自由に自
身のアイディアで創造が可能であり、1 つの作品
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作りに専念できる。また、創作中に所蔵資料に当
り、インスピレーションを得ることも可能である。
工作会を目当てに来館する子どもたちも少なくな
いが、工作という行為が別室で独立しているので
はなく、いつでも館内の資料が閲覧でき、借りる
こともできるという点にも注目したい。 
工作会の無い時間帯には、子どもが望めば工作
道具を出し、好きに工作造形をすることもできる。 
 
6.4.4 パソコンで遊ぼう 
パソコンの使い方、インターネットでの情報検
索等の情報活用能力の育成のため、「パソコンで遊
ぼう」という催しを 2005 年より行っている。小
学生対象でパソコンの台数制限により定員 6名と
なっている。 
1998 年より館内ではインターネット接続が可
能なパソコンを設置していたが、情報化の流れを
受け、パソコン及びインターネットを楽しみなが
ら活用できるよう様々な取り組みを行っている。
この活動では、「使ってみよう」「調べてみよう」
（「探してみよう」「作ってみよう」という 4つの
テーマを設けている。例えば「使ってみよう：キ
ッズ＠nifty」や「調べてみようお天気」、「作って
みよう：百人一首」等各回のテーマを決め、45分
間実施している。 
 この活動により、「家ではパソコンを触らせてい
ないんです」と言っていたお母さんが、「パソコン
で遊ぼう!」でいろんな使い道を体験し、成長して
いく子ども達の姿をみて喜んでくださることが
多々ありました。」との評価を受けていることが記
されている39。 
 
6.4.5 トットクラブ 
毎月 2回乳幼児とその保護者を対象とした「ト
ットクラブ」を開催している。0 歳から未就園児
が対象のこの催しでは、ピッコリーが所蔵してい
る木製のおもちゃ等で自由に遊んだ後、スタッフ
による絵本の読み方り、本の紹介、手あそび歌を
行っている。乳幼児らは興味のある絵本や紙芝居
は食い入るように見つめているし、手あそび歌で
は保護者の膝の上で一緒に手を動かしたり、歌っ
ている。 
「トットクラブ」を活用する乳幼児の成長を見
ると、幼児期前期（1歳半から 3歳まで）の子ど
もは自我の芽生え、言語・運動機能の発達が急速
に見られる時期である。また、幼児期後期（3 歳
から 6歳まで）には自発性が育成される時期であ
るといわれている。そのような大切な成長期に迎
え入れてくれる安心できる場所があることが乳幼
児だけでなく、子育てに邁進する保護者にとって
も情報交換の場所としたり、ゆっくりと子どもを
遊ばせられる場所として大変重要である。 
この他に、子ども芸術大学と共催で、「本と手を
つないで子育てしたい」という講座を開催してい
る。  
 
6.5 ピッコリー小考察 
ピッコリーは伊東の論じる「「自由と安全」の心
理的風土」を持っており、「何をいっても、何をし
てもよい」という「自由感」がある。それは徳山
のインタビューからも読み取れる。「日常の具体的
な子どもを対象にした活動は、あまり無理をして
計画だったものでなくても、楽しくあればいいと
思っています。ただ楽しくやっていく基盤みたい
なものね。底に流れる一番大事な、どうしてこん
な活動を私たちはするんだという、そこのところ
をしっかりつかんでおきたいのね。それもあんま
り難しい理屈ではなく楽しい夢を、こういう時代
であるがゆえに尚更楽しい夢をね、僕たちは持ち
たい。それを日常の活動の中に生かしていく。そ
こではもう、まことに自由な発想でいい。」と述べ
ている40。 
他の大学が行っている支援のように育児相談は
行っていないが、保護者同士がお互いにコミュニ
ケーションを取り合い、情報交換を行っている。
また、開館日・開館時間内はいつでも誰にでも開
かれており、日々の活動は予約制でも登録制でも
なく参加ができる点についても評価をするべきで
あろう。 
ピッコリーでは、幼児、小学生の友達同士、1
人で来館した小学生らが集まって木製のゲームや
カードゲームで遊んでいる姿も見かける。その場
で偶然一緒になった学校や年齢も違う子どもたち
が遊びの中で、協同作業を行っている。 
様々な活動を通して、保護者や乳幼児期のみに
活用できる施設として運営されているのではなく、
 10 
小学生やそれ以上に成長しても活用できる「居場
所」としてピッコリーは存在している。 
ただし、筆者が勤務していた経験上の私論にな
るが、小学校高学年、中学生辺りの子どもたちは
塾等の習いごと、クラブ活動で忙しくなったり、
他の「居場所」を見つけるためか、来館が減少す
る。しかし、それは残念なこととは捉えておらず、
ピッコリーという「居場所」から自ずと「卒業」
したのだと捉えていた。 
 
7. まとめ 
 本稿では、大学での地域貢献としての育児支援
や子どもの「居場所」の提供について状況を報告
した。大学のカリキュラムと合わせた育児支援が
多く、学生にとっても実地を学ぶ機会になり、双
方が Win-Win になるような関係になっている。
これは施設を継続的に維持するためには必要であ
ろう。 
乳幼児を連れて移動することの困難さや子ども
の移動距離を配慮すると、身近にいつでも安心し
て行ける施設が多数あることが求められる。しか
しながら、大学で提供している施設では、日常的
に開放され、いつでも参加できるものは少なく、
今後の活動の充実に期待したい。 
また、乳幼児から児童、生徒とサービス対象者の
年齢が上がるにつれ、大学が提供する日常的に開放
された「居場所」は少なくなる。日常的な「居場所」
の提供が難しい場合には、夏休み等に単発のイベン
トを行い、大学が求められる「社会に開かれた高等
教育機関」としての役割を果たすことも可能ではな
かろうか。例えば、単発の活動として京都大学では、
中学生を対象にした「京都大学ジュニアキャンパ
ス」を行ったり41、筑波大学図書館情報メディア研
究科では、小学生や中学生を対象としたワークショ
ップ「子どものための創造性、メディア・リテラシ
ー教育」42を、九州大学大学院システム情報科学研
究院では、毎年夏休みに中学生を対象とした科学実
験教室を行っている43。 
大学の特性を生かしながら、保護者、乳幼児、幼
児、児童への支援や、中高生でも楽しく学べる高度
な内容を設定し活動を行っていくことは今後益々
大学の地域貢献として求められるであろう。 
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